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医薬品・医療機器のサプライチェーン実態把握のための調査事業3

1. 当調査の背景と意義、調査対象の選定

1.当調査の背景と意義、調査対象の選定 2.調査方法 3. 調査結果

国民の生活に欠かせない医療機器の中でも、特に生命維持管理に必要な医療機器が不足した場合、人命に著しい影響を及ぼす可能性が
ある。新型コロナウイルス感染症が発生したことにより、人工呼吸器やECMOをはじめとする医療機器の需要が急激に高まった*1。しかし、医療
機器は国内外の数多くの機器・部材メーカーを巻き込む複雑なサプライチェーンを通して製造・供給されているため、その実態は不透明であった。
さらに、新型コロナウイルス感染症の拡大期においては、海外工場のロックダウン等の影響によりサプライチェーンに支障が生じ、医療機器の供
給不安が発生した*2。

そのため、医療機器のサプライチェーンの実態を把握し、安定供給上の構造的な課題・リスクを予め特定することで、有事の際にも医療機器の
安定供給を実現するための施策を検討する上での基礎資料とするために、今回の調査を実施した。

参考情報
*1 「新型コロナウイルスの拡大に伴い、人工呼吸器やECMOをはじめとする呼吸器関連装置の需要が急激に拡大した」とあり、全世界の呼吸器関連装置の
市場規模は、2019年の4.8千万米ドルから2020年の6.3千万米ドルへと大幅に増加した。
*22020年の全医療機器の全世界の市場規模は、4.1億米ドルとなり、前年の4.3億米ドルから減少した。また、「新型コロナウイルス感染症の拡大期において、
サプライチェーンの分断によって、心血管装置の大手医療機器製造販売業者の売上が大幅に減少した」とあり、医療機器製品の売上が減少したことの要因
の１つに、サプライチェーン上の問題が発生したことにより、供給に問題が生じ、供給量が減少したことが挙げられるのではないかと考えられる。
参考情報データ引用元・データソース: ”GLOBAL MEDICAL DEVICES MARKET(2022-2027)”, 2022年11月30日発行, Mordor Intelligence Inc.,(EMIS www.emis.comより)を元にデロイトトーマ
ツコンサルティング合同会社が翻訳
※市場規模計算方法：医療機器製品の売上額と、その製品の使用・維持に掛かる費用の合計額

当調査の
背景と意義

医療機器
• 人工呼吸器
• 体外式膜型人工肺(ECMO)にかかる機器 

• 透析関連装置 

• 持続緩徐式血液濾過透析(CHDF)にかかる機器
• (及び上記を使用するために必要な消耗品)

令和３年度厚生労働行政推進調査事業「国内医療機
器産業の業界支援に関する研究」の中間報告及び本事
業内で医師・臨床工学士から成る有識者会議での意見を
踏まえ、代替機器・代替療法がない等の観点から、停止ま
たは不足した場合に国民の生命維持に著しい影響を及ぼ
す可能性が高いものとして、今年度は上記4つの医療機器
を調査対象として選定した。

医療機器及びその構成品は、数百～数千の部品から成るため、すべての部品を調査
することは困難である。そのため今回は、左記4つの医療機器及び消耗品を構成する
部品の中から、医療機器製造販売業者の意見も踏まえ、安定供給上特に重要な部
品を下記3つの観点から選定し、調査を実施した。
• 機能上の重要性

医療機器の製造時または使用時において、その医療機器または構成品の機能に与える影響
が大きい部品・原材料であること

• 代替性
原料の製造元自体が少ない、医療機器に合わせた特殊仕様の物を調達している等の理由
により、代替先を確保することが困難な部品・原材料であること

• 喫緊性
安定供給上の問題が発生している、もしくは発生する可能性が高い部品・原材料であること
※上記にて選定した調査対象を、本資料では「キーパーツ」という。

調査対象の
選定

消耗品・部品
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2. 調査方法
製造販売業者 消耗品・部品業者(Tier *1-3)

• アンケート調査、(必要に応じて)ヒアリング調査調査方法

① 医療機器の完成品の製造場所
② 完成品の保管場所、保管環境、保管方法および使用期限
③ 医療機器の構成品および主要な部品・原材料(キーパーツ含む)とその

製造場所、保管場所、保管方法および使用期限
④ 調達先の選定理由、代替性、調達リスク
⑤ (輸入の場合)輸入行程
⑥ 安定供給を担保する上での主要課題およびその真因
⑦ 上記課題に対する個社の取組み、解決策の方向性 など

主な
調査項目

① 製造場所、必要な部品・原材料
② 部品、原材料の保管場所、保管環境、保管および使用期限
③ 調達先の選定理由、代替性、調達リスク
④ (輸入の場合)輸入行程
⑤ 有事の際、医療機器製造販売業者、製造業者への供給数量変更

の可否、調整方法、調整可能な範囲
⑥ 安定供給を担保する上での主要課題およびその真因
⑦ 上記課題に対する個社の取組み、解決策の方向性 など

• 調査対象4機器の国内シェア上位の製造販売業者(国内企業)各2～3
社

• 人工呼吸器は在宅用・救急用等用途別を考慮した上で選定
調査客体

• 医療機器製造販売業者からの情報に基づき調査対象を決定

*Tier：製造業においてサプライヤ(製造元)を指す用語であり、「Tier●」の●の数字が増えるにつれ、製造販売業者から遠くなることを意味しており、当該サプライヤ(製造元)がサプライチェーンのどこに位置
するかを示している

1.当調査の背景と意義、調査対象の選定 2.調査方法 3. 調査結果

調査の流れ
(イメージ) Tier1 A社 Tier2 B社

Tier2 E社

Tier3 C社

Tier3 F社Tier1 D社

製造販売業者 TierX

TierX

：供給の流れ
：調査の流れ

※なお本件は任意調査であるため、同意が得られなかった場合は、
その時点で調査を終了している



3-1. 医療機器製造販売業者/部品・消耗品業者が抱える主要課題
1.当調査の背景と意義、調査対象の選定 2.調査方法 3. 調査結果

• 医療機器の製造に必要な半導体の調達が困難となっている
新型コロナウイルス感染症の影響もあり、近年半導体の需要が急増したが、半導体の製造に必要なウエハー(シリコン単結晶でできた薄い板)等を製造する企業が供給能力を増加できなかっ
たことに伴い、半導体製造元も半導体の供給力を上げることができなかった
医療機器に用いられている半導体は世代が古い旧式のものである一方、半導体需要のボリュームゾーンはPC等に用いられる比較的新しい世代の半導体である。半導体のサプライヤ(製造元)
は、需要が多く製造コストも安い新しい半導体の製造を優先するため、発注量が少なく、かつ専用の製造設備を長期間維持する必要がある旧式半導体の生産・供給については消極的

• 石油・原油価格の高騰、為替変動・物価上昇などによる部品・原材料価格の高騰、輸送運賃の高騰により製造コストが増加する一方で、販売価格に転嫁できず、供給を停止するリスクを
抱えている(診療報酬により最終購入者である医療機関が当該医療機器を購入した際に保険償還される金額に上限があるため、卸業者から医療機関への販売価格値上げは医療機関等と
の交渉難航が予想される。そのため製造販売業者も医療機関等がより安価な他社製品に切り替えることを懸念し、製造コストが増えた場合もその全額を卸業者への販売価格へ上乗せするこ
とができず、製造販売業者の収益性が低下し、事業撤退につながるリスクがある。(消耗品・部品業者も、同理由で上位Tierの企業に価格転嫁がしにくい事象がある。))

• 医療機器の需要急増時に、医療機器の構成部品を製造するサプライヤ(製造元)の生
産能力が追い付かない

原材料の調達にかかる時間や部品の製造リードタイムが長く、即時に生産数量を増加
できない
一時的な需要に対して、負担が大きい生産設備・人的投資は行い難い

• 原材料調達と部品生産能力が市場の需要に対して慢性的に不足している
医療機器業界において需要が拡大しているため、生産設備投資を行い供給能力を上
げるが、生産設備投資開始当初の想定よりも需要が増えている状況

• 医療事故発生時にサプライヤ(製造元)に責任が及ぶことの懸念による、医療機器用途への供給
拒否・取引渋り

• 製造販売業者が求める医療用のグレードや各製品に応じた品質・加工ができる技術を持つサプラ
イヤ(製造元)候補が少ない

• 原材料・部品の仕様や生産に使用する金型・設備が独自仕様のため、金型・設備を持つ者しか
製造できない
(サプライヤ(製造元)変更時には製造されたものに対して一から品質試験等を行う必要がある)

• 医療機器は他産業と比べて絶対的な発注数量が少ない小口取引であり、調達先を分散し難い
医療機器用途に優先的に供給してもらうための取引を持ち掛けにくい
スケールメリットが双方で得づらい(大量発注による単価低減を受けづらい)

• 部品・原材料の変更の社内プロセス(安全性及び品質試
験など)が長期間を要する

• 部品・原材料の変更に伴う薬機法上の製造販売承認事
項一部変更における申請から承認までに時間がかかる

• 個々の医療機器の設計に合わせた部
品・原材料を調達しているため、他の部
品・原材料では代替が困難

Ⓑ部品・原材料の変更が困難②
• 需要急増時やサプライチェーン上で問題が起きた時に備えた在庫の確保ができない

部品・原材料自体に耐用期間/品質期限、危険物倉庫指定数量が存在する
在庫を持つことによるデメリットを避ける方針がある
慢性的に供給能力が不足しており、余剰在庫を確保するだけの製造ができない

Ⓐ部品・原材料の変更が困難①

Ⓓ部品・原材料の調達先が限られる

Ⓖ半導体不足

Ⓗ収益性の低下

Ⓒ急激な増産への対応が困難①

Ⓔ急激な増産への対応が困難②

サプライチェーン
Tier1

消耗品・部品業者
Tier2

消耗品・部品業者
Tier3

消耗品・部品業者
医療機器

製造販売業者

：供給の流れ

Ⓕ慢性的な供給能力不足

5



機器

電源ボタン

バッテリ

リアカバー

シャーシ

表示用LCD

ドライブモーター

タッチパネル

外装カバー

サーポドライバ

流量計

ポリカーボネート部品

圧力測定セル

生体適合性コーティン
グ剤

人工肺膜

ハウジング

ローター

マグネット

シャフト

カテーテル

ダイレータ

3-2. 機器ごとの主要課題と対応策(ECMO)

ECM
O

ブレンダー

冷温水槽

遠心式対外循環ポンプ

血液ガス分析装置

主機器・主消耗品 主構成部品・原材料

送血カニューレ
/脱血カニューレ

遠心ポンプ

人工肺

IC

ＤＣ/ＤＣコンバータ

ポリカーボネート樹脂

機器構成

課
題

部品・原材料の調達先が限られる
バッテリの製造には高度な技術力を要する工程
((Liイオン電池製造とパッキング*(*超音波溶着に
よる密閉))があるため、サプライヤ(製造元)が限ら
れており、サプライヤ(製造元)における有事の際に
製造販売業者への供給停止のリスクがある

対
応
策

部品・原材料の備蓄強化
• 先々の発注計画(約1～2年分)を製造販売業

者からサプライヤ(製造元)へ開示し、優先的に
製造してもらう

• 最終組み立てした状態の部品(数か月分)を、
製造販売業者で在庫として保有する

駆動マグネット

課
題

部品・原材料の調達先が限られる
膜型人工肺に使用されるファイバーを製造可能
なサプライヤ(製造元)が世界的に限られている。
当該サプライヤ(製造元)に同業他社/他用途か
らも需要が集中した場合、製造販売業者に十
分な数量が供給されず、膜型人工肺の製造量
が減少するリスクがある

対
応
策

優先供給の合意
製造販売業者における需要計画に基づき、数
年間分の必要最低所要量の供給契約をサプラ
イヤ(製造元)と結び、同業他社/多用途からも需
要が急増した際においても、契約に沿ってサプラ
イヤ(製造元)から製造販売業者における必要数
量を調達できるようにする

1.当調査の背景と意義、調査対象の選定 2.調査方法 3. 調査結果

課
題

半導体を確保できない
新型コロナウイルス感染症発生後の経済回復に
連動して、半導体の需要が急増したが、製造元
が半導体ウェハー(シリコン単結晶でできた薄い
板)を調達できなかったため供給能力が増加せず、
半導体の受託製造会社の生産能力を取り合う
状態が発生した。結果として製造販売業者が人
工心肺装置を構成するサーボドライバを製造する
ために必要な半導体を調達できていない

課題/対応策

ポリエステルエラストマー

ホールIC

ドライブマグネット

消耗品
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血液ポンプ

人工肺

カニューレ

遠心式対外循環ポンプ

冷温水槽



人工呼吸器

機器

CPU

タッチパネル

カート

サポートアーム

呼気ユニット

酸素センサ

呼吸回路

消耗品

3-2. 機器ごとの主要課題と対応策(人工呼吸器)
主機器・主消耗品 主構成部品・原材料

リークポート
(気管切開用人工鼻)

呼吸回路フィルタ

人工呼吸器回路

機器構成

課
題

急激な増産への対応が困難
新型コロナウイルス感染症感染拡大時に医療機
器全般の需要が市場全体で高まった。その際、
医療機器専業のサプライヤ(製造元)となっている
製造販売業者のTier1サプライヤ(製造元)に需
要が集中し、サプライヤ(製造元)の製造キャパシ
ティが不足、製造販売業者へ十分な数量の供
給が出来なくなった

対
応
策

備蓄の強化
調達している消耗品・構成部品の在庫を製造
販売業者が平時から数か月分保有する。
また、定期的に安全在庫の数量基準を見直す

課
題

急激な増産への対応が困難
構成部品のサプライヤ(製造元)の供給能力が市
場の需要に追い付かず、製造販売業者で必要
な部品数量に対してサプライヤ(製造元)から十分
な数量の納入がされない

対
応
策

優先供給の合意
製造販売業者からサプライヤ(製造元)へ長期的
な生産計画を提示し、製造販売業者への優先
供給されるようサプライヤ(製造元)に働きかける

1.当調査の背景と意義、調査対象の選定 2.調査方法 3. 調査結果

課題/対応策

加温加湿器

酸素配管
/酸素濃縮装置

電源(バッテリ)

人工鼻フィルタ

カテーテルマウント

※ 機器本体に電源が組込済の
人工呼吸器も存在

シャント抵抗

IC

MCU

課
題

半導体使用部品における供給停止リスク
（有事）

製造販売業者が人工呼吸器を製造する際、半
導体を使用したCPUを使用している。当該部品
は半導体サプライヤ(製造元)の固有の仕様であ
り、供給元サプライヤ(製造元)が1社に限定され
るため、有事の供給停止リスクがある

対
応
策

半導体使用部品の備蓄強化
製造販売業者が安定供給を行うために、調達し
ている消耗品・構成部品の在庫を平時から2-3
か月分保有する
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人工鼻フィルタ

人工呼吸器

人工呼吸器回路

呼吸回路フィルタ

リークポート



トランス

アナログIC

機器

リレー

塩ビ系配管部材

電源ユニット

入出力ユニット

電磁弁

IC

マイクロコントローラ

シール部材

血圧計

ボール弁

3-2. 機器ごとの主要課題と対応策(透析関連装置/CHDFにかかる機器 “装置”)

透
析
関
連
装
置

抗凝固薬注入ポンプ

コンソール

透析液供給装置

主機器・主消耗品 主構成部品・原材料

パワー系素子

1.当調査の背景と意義、調査対象の選定 2.調査方法 3. 調査結果

課
題

当該部材を製造可能な代替サプライ
ヤ(製造元)が存在しない

製造販売業者におけるコスト(サプライヤ(製造元)
探索、および採用にかかる工数)観点から、サプラ
イヤ(製造元)の複社化を実現できていない。
その1社のサプライヤ(製造元)においては、職務環
境(業界固有)、立地、企業規模等の理由から、
人員採用が満足に実施できていないため、供給
能力に上限があり、需要が急増した際には製造
販売業者への供給が不足するリスクがある

コネクタ

電線

機器構成 課題/対応策

機器

バーコードスキャナ

メイン基板等

LCD

電源

CHDF

に
か
か
る
機
器

濾過ポンプ

透析液ポンプ

多用途血液処理用装置

血液ポンプ

補液ポンプ

課
題

半導体を確保できない
医療機器に用いられている半導体は世代が古
い旧式のもの(レガシー半導体)である一方、半導
体需要のボリュームゾーンはPCやスマートフォンに
用いられる比較的新しい世代の半導体である。
半導体のサプライヤ(製造元)は、需要が多く製
造コストも安い新しい半導体の製造を優先した
がり、発注量が少なく、かつ専用の製造設備を
長期間維持する必要があるレガシー半導体の生
産・供給については消極的である。従って、医療
機器に用いられている半導体の調達が困難にな
り、有事の際に、製造販売業者への納入が停
止/不足するリスクがある

対
応
策

部品・原材料調達先のマルチ化
半導体を入手しやすくするため、新しい世代の半
導体を使用した構成部品への設計変更を検討
する

サプライヤ(供給元)との優先供給の合意
有事の際にサプライヤ(製造元)から優先的に供
給を受けるために、医療機器の製造販売業者へ
納品することの意義をサプライヤ(製造元)に訴求
し、理解を求める
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絶縁材料

コネクタ

マイクロコントローラ

IC

多用途透析用監視装置

多用途血液処理用装置



中空糸

ハウジング

合成樹脂A

ポリウレタン

消耗品

3-2. 機器ごとの主要課題と対応策(透析関連装置/CHDFにかかる機器 “フィルター” )
主機器・主消耗品 主構成部品・原材料

カテーテル

合成樹脂B

合成樹脂E

1.当調査の背景と意義、調査対象の選定 2.調査方法 3. 調査結果

合成樹脂C

合成樹脂F

合成樹脂D

塩化ビニル血液回路

機器構成 課題/対応策

課
題

医療用グレードの当該原材料を供給でき
るサプライヤ(製造元)が世界に限られる

医療用グレードの当該原材料を供給できるサプラ
イヤ(製造元)は世界に限られており、有事の際に、
代替サプライヤ(製造元)が見つからず、製造販
売業者への当該原材料の供給が停止/不足す
るリスクがある

対
応
策

部品・原材料調達先のマルチ化
原材料の供給が停止するリスクを回避するため
に、2社購買体制を構築

部品・原材料の備蓄強化
1-6か月分の需要に相当する製品在庫を保持す
る

課
題

当該原材料を製造可能な代替サプライ
ヤ(製造元)が存在しない

現在、当該原材料を製造可能な代替サプライ
ヤ(製造元)が存在しないため、有事の際に、代
替サプライヤ(製造元)が見つからず、製造販売
業者への当該原材料の納入が停止/不足するリ
スクがある

フ
ィ
ル
タ
ー

持続緩徐式血液濾過器

ダイアライザー/
ヘモダイヤフィルター

課
題

特定サプライヤへの依存
ダイアライザーを製造する際に使用する構成部品
がサプライヤ(製造元)の一拠点のみで製造されて
おり、且つ設備の特性上インシデントが発生した
場合に原因究明・再稼働に時間を要することが
想定され、有事の際に製造販売業者への供給
が長期間停止するリスクがある

対
応
策

部品・原材料の備蓄強化
既存のサプライヤ(製造元)からの供給が停止、
供給量減少、供給遅延が生じた場合に備え、
購入した原材料を用いて自社で製造する部品の
自社在庫を需要の約半年分積み増し

栓
合成樹脂G

合成樹脂H
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血液回路

ダイアライザー/
ヘモダイヤフィルター

持続緩徐式血液濾過器
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3-3. 医療機器製造販売業者の対応策事例と検討すべき観点

対応策分類 左記事例から各社が検討可能な観点実施されている対応策事例
• 長期生産計画の作成と、計画に基づく部品・原材料必

要数量をサプライヤ(製造元/商社)へ提示
• 医療機器用途への優先供給確保施策

複数年にわたる供給数量確約の契約締結
数ヵ月～年単位の早期発注
必要数量予測の共有
医療機器用途で使用している旨の周知(対各Tier)

サプライヤ(製造元)の供給枠の確保
• 自社の長期的な(1年あるいはそれ以上)製品生産計画を作成し、必要となる部品・原材料の

数量をサプライヤ(製造元/商社)に伝え、供給数量を確約する契約を締結する・長期間の先
行発注を行う等、自社へ供給いただけるよう働きかけを行っている

優先供給の合意
(予防的措置及び

有事対応)

部品・原材料
調達先のマルチ化

(予防的措置)

• 部品/原材料の長期的な入手性を考慮した製品開発
• 市場に流通している部品を多く組み込む
• 他の製造業者、代替製品の事前選定、品質・安全性試

験の実施

部品・原材料の入手しやすさを考慮した開発
• 今後の製品開発において、以下2点を検討する

汎用品として市場流通している等、入手しやすい部品にて開発を行うこと
不足が顕著な半導体については、半導体製造元の設備投資の対象になりやすい、新しい
世代の半導体を使用した製品/部品を用いること

供給不安や停止に備えた他の製造業者/代替品の事前選定・試験
• 供給不安や停止の事態が起きた際には、部品・原材料を容易に切り替えられるよう、予め他

の製造業者/代替品を探し、品質・安全性試験まで完了させておく

在庫の積み増し
• 製品/部品(中間部品含む)/原材料について、個々の特性(製造元の製造工程、製造販売業

者における品質基準担保の観点から代替がきかないなど)をふまえ、適切な単位で在庫を積み
増している(サプライヤ(製造元)での保持含む)。製造工程や品質上代替がきかない部品の中
間在庫を重点的に製造販売業者で保持するケースも見られた

• 製品/部品(中間部品含む)/原材料の入手元のリスク(製造元が海外にあるため輸入リスクが
ある、子会社で部品を製造しているため比較的供給上の問題が発生する可能性が少ない、
など)や、サプライチェーン上のインシデント発生時の復旧期間の試算結果を考慮し、安全在庫
基準*を設定している事例がある

*復旧までにかかる日数を試算し、その日数分の出荷及び使用数量を安全在庫基準として設
定する(具体的には1ヵ月/3か月/6か月分など)

• 製品/部品/中間部品/原材料に対し、個々の特性に応じ
た在庫単位および安全在庫基準の検討

• 情勢の変化なども考慮し、定期的な安全在庫数量基準
の見直し

部品・原材料の
備蓄強化

(予防的措置)

製造場所の分散
• 生産拠点を海外の1拠点から、複数国の生産拠点に分散させることで、いずれかの国でインシ

デントが起きた際にも、別国の拠点で生産を継続できる体制を構築している

• 自社製造地のリスクの調査
• 有事の際に同時に影響を受けにくい地域であることを考慮

した生産拠点の分散

製造工程の見直し
(予防的措置)

1.当調査の背景と意義、調査対象の選定 2.調査方法 3. 調査結果
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3-4. 業界を挙げて取り組むべき主要課題

課題 対応策(案)

医療事故発生時にサプライヤ(製造元)に責任が及ぶことの懸
念による、医療機器用途への供給拒否・取引渋り

• 医療機器には、不具合が生じた場合でも安全機能やバック
アップ機能が搭載されているため、直ちに医療事故に繋がる
わけではない。そのため、契約通りの設計に従って製造した場
合は、原則部品業者へ責任が及ぶ可能性が低いことを、業
界団体同士を通じて、部品業者の経営層までの理解を得る

• 製造物責任に関する保険について、認知度を上げるとともに
既に医療機器製造販売業者と取引実績があり、特定の団
体会員でなくとも保険料の差等によって加入を認める

医療機器に用いられている半導体は世代が古い旧式のもの
(レガシー半導体)である一方、半導体需要のボリュームゾーンは
PCやスマートフォンに用いられる比較的新しい世代の半導体で
ある。半導体のサプライヤ(製造元)は、需要が多く製造コスト
も安い新しい半導体の製造を優先したがり、発注量が少なく、
かつ専用の製造設備を長期間維持する必要があるレガシー
半導体の生産・供給については消極的である

① 上記に加えて、医療用のグレードや各製品に応じた品質・
加工が求められるため、その条件を満たせる技術を持つサ
プライヤ(製造元)が少ない

② 医療機器は他産業と比べて絶対的な発注数量が少ない
小口取引であり、以下の理由から仕入れ先を分散し難い

サプライヤ(製造元)に対して医療機器に優先的に供給
してもらうための取引を持ち掛けにくい
双方スケールメリットが得づらい(大量発注による単価
低減を受けづらい)

• レガシー半導体が長期間生産が維持され、医療機器製造
販売業者へ供給されるよう、医療機器業界、半導体業界、
行政の三者にて対策を検討することを継続して推し進めて
いく

• 必要な技術をもつ製造業者の団体(他業界等)と医療機
器製造業の団体が団体間で連携し、サプライヤ(製造元)
と医療機器製造販売業者がマッチングできる場を設け、調
達候補先の選択肢を広げる

• 既に医療機器製造販売業者と取引実績がある、または
供給可能な部品業者の一覧を作成し、調達候補先の選
択肢を広げる

• 医療機器の生産・新規開発において、市場流通量の多い
部品の採用を推奨する

医療機器用途ゆえの
供給拒否・取引渋り

複社調達の困難さ

半導体の確保難

1.当調査の背景と意義、調査対象の選定 2.調査方法 3. 調査結果


